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！」「何ですか？」「僕が 1 歳か 2 歳に［日本へ］来たらしいんですけど，［僕



















出生地が基本だから，あんた 1 世だよ」ちゅって。俺は初めて，ああ俺は 1 世なのか。
それまで全然分かんない。1 世か 2 世なのか。
――生まれたのは確かですよね〈一同：笑い〉。それが 1 世か分からない。
















































































　 　30 年ぐらい。34 年かな。そのふたつの会社合わせてね。僕はいまだに思うけど，朝
鮮人の人は一生ずーっと仕事してるの，現実にね。ところが，あっち移ったり，こっち






























































































































































































































金 ：ない。息子はね，アメリカ 1 回行ってるんですね。息子連れて，生きてるうちに 1 回





























































金 ：これ，秋田に 10 年，足掛け 11 年目に入るんですね。東京で生活しとって，自動車関
係の仕事を長年，もう 30 年近くやりましたからね。今，年金生活ですけども。秋田に，
うちの息子が音楽家で今いるんですが，秋田の女性と結婚したんですね。僕も向こうで
もう現役退いておりましたから，秋田のその嫁さんの実家が，滅びちゃった，なくなっ
ちゃって。うちが空いてるから，どうせぶらぶらしてるなら，秋田，空気もいいし，来
て生活しませんか（笑い）。ちゅうことで，「ああ，そう？」ちゅうて来たら，いいから
さ。雪降ると寒かったけど，最初はね。いいとこだな，つって。そういう関係で来たん
ですね。何ら目的も何もないわけ。年金あるから，どこ行っても日本政府がつぶれない
限り，俺ら生活できるなあっていう自尊心もあったんでしょうね。いま振り返れば，ま
あ日本恨むことは何にもないと思うし（泣く），少し寒かった。
＊本研究は科学研究費補助金（課題番号 24530639）の助成を受けたものである。
